
令和元年度 道市連携海外展開推進事業

（海外企業連携型販路拡大プロジェクト）

実施報告書 概要版
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事業内容

■事業目的
急速に経済成長が進むASEAN諸国の需要を取り込むため、道と札幌市が連携し、北海

道ASEAN事務所及び現地関係機関や企業等とのネットワークを活用しながら、効果的な
プロモーションやテスト販売等を実施することにより、ASEAN諸国での道産品のさらなる販
路拡大・定着を図る。

■対象国
シンガポール、マレーシア、ベトナム

■主な事業内容
・現地バイヤーを招聘した道内視察会、商談会の開催
・シーズ集の作成
・対象国の百貨店等の小売店舗などにおける道産品販売コーナーの設置
・飲食店等での道産食材を使用したメニューを提供する道産食材フェアの開催
・対象国での道産品プロモーション
・マレーシア、ベトナムでの現地視察・商談会の開催、市場調査
・道産品の継続的な取り扱いに向けた取組

など
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現地バイヤーを招聘した道内商談会、セミナー、視察会の開催

■招聘企業一覧

国名 企業数 招聘企業一覧

シンガポール ４社

SKY OCEAN MART PTE.LTD General Manager 神 大輔 氏（化粧品・工芸分野）
WAKANUI Executive chef 釼吉 亮平 氏（食分野）
SPOT Executive chef Lee Boon Seng 氏（食分野）
GOOD VIBES International Pte,Ltd. CEO 新谷 優一郎 氏（食分野）

マレーシア ４社

Oh Murasaki Sdn. Bhd Director C.Y. Sim 氏（食分野）
金龍亭 代表者代理 Teng Pau Li 氏（食分野）
Kusu Association 会長代理 Ng Yew Loon 氏 Chong Kam Fai 氏（食分野）
RE&S Enterprise (M) Sdn.Bhd Procurement executive Bee Che Yap 氏（食分野）

ベトナム ４社

LOTUS FOOD GROUP JOINT STOCK COMPANY CEO&President LE VAN MAY 氏（食分野）
VIET LOTUS FOODS PROCESSING COMPANY LIMITED Import Export Specialist Hoang Thuy Hanh 氏（食分野）
Ussina シェフ 有賀 直樹 氏（食分野）
ISSHO ASIA COMPANY LIMITED President 菊川 昌彦（食分野）

■商談会開催結果

道内参加企業数 商談件数 成約件数 成約見込件数 成約見込合計金額（円）

３７ 延べ ６０ ３ ２０ 約 4,160,000

■商談会開催概要

開催日時
2019年11月１日(金) ９:00～17:00
商談会：９:00～12:00／15:00～17:00 （※休憩：12:30～13:30／セミナー：13:30～14:30を除く)

開催場所 札幌ビューホテル大通公園 ピアリッジホールA
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現地バイヤーを招聘した道内商談会、セミナー、視察会の開催

■セミナー開催概要

開催日時 2019年11月1日（金）13:30～14:30

開催場所 札幌ビューホテル大通公園 ピアリッジホールA

セミナー内容 現地市場の状況と各国への展開に向けた留意事項

講師

●シンガポール SKY OCEAN MART PTE.LTD General Manager 神 大輔 氏
●ベトナム LOTUS FOOD GROUP JOINT STOCK COMPANY CEO&President LE VAN MAY 氏
●マレーシア Oh Murasaki Sdn. Bhd Director C.Y. Sim 氏
●令和元年度 道市連携海外展開推進事業概要 北海道総合商事㈱ 小林 歌織

参加者 35名

■視察会開催概要

開催日時 2019年10月31日（木） ５:30～17:30

視察先
札幌市中央卸売市場、高橋牧場、Niki Hills ワイナリー、小樽オルゴール堂、小樽大正硝子館
大正硝子びーどろ館、札幌スタイルショップ

写真：商談会開催の様子 写真：セミナー開催の様子 写真：視察会開催の様子
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シーズ集の作成

　対象国の現地バイヤー等との商談や商品選定を円滑に行うため、輸出を希望する企業及び商品の情報を紹介
するシーズ集を作成した。なお、今年度の作成・編集方針は現地側のニーズを汲み取り、商談は勿論のこと、

輸出手続きする際の資料（書類）として活用できるような内容とした。

今年度のシーズ集の編集フォーム（日本語版）

掲載企業数 品目数

４２ １９１
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道産品販売コーナーの設置

■シンガポール
・対象商品

化粧品、工芸品等
・開催時期 2020年１月5日～３月５日
・販売コーナー設置先

大手コンビニチェーン「EVERY」１号店、３号店(左)

シンガポール高島屋(右)

販売商品数 消化率（販売総数/輸出数） 売上

化粧品 工芸品 化粧品 工芸品 化粧品 工芸品

1社 ５品目 ５社 124品目 ７％ 54％ 8,701円 538,289円

写真：EVERYでの化粧品の販売の様子 写真：高島屋での工芸品の販売の様子
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道産品販売コーナーの設置

■ベトナム
・対象商品

食品
・開催時期 2020年１月10日～３月10日
・販売コーナー設置先

ランドマーク81 地下１階（ホーチミン）

食品

販売商品数 消化率（販売総数/輸出数） 売上

14社 31品目 18％ 918,918円

写真：ランドマーク81　での販売の様子

Facebookを活用したオンライン販売
https://www.facebook.com/MeiwaJapanShop/
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道産品販売コーナーの設置

■マレーシア
・対象商品

食品
・開催時期 2020年１月15日～３月15日
・販売コーナー設置先

十九代目鈴木商店（クアラルンプール）

写真：十九代目鈴木商店での販売の様子

食品

販売商品数 消化率（販売総数/輸出数） 売上

２社 ３品目 29％ 41,950円
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道産食材フェア（レストランフェア）の開催

■シンガポール

・開催時期 2019年11月29日～12月31日
・開催場所

WAKANUI GRILL DINING（シンガポール）
ステーキメニューを中心としたグリルレストラン

提供メニュー 価格 売上

毛がにのタルタルソース 32 SGD

33,264円

ホッケのハーブ焼き 28 SGD

北海道ウニ・イクラ丼 28 SGD

ホタテのタタキ 28 SGD

北海道産リンゴのタルト・タタン 18 SGD

セットメニュー
(２品以上オーダー＋北海道ワインボトル)

108 SGD

写真：11月29日に開催した
北海道フェア ワンナイトイベント（参加者80名）

写真：メニューリスト

2019年11月29日～12月22日 北海道フェアメニュー 2019年12月23日～12月31日 クリスマスメニュー

提供メニュー（コースメニュー） 価格 売上

毛がにのタルタルソース

108SGD 232,848円

ラムチョップ

北海道ホタテのチャウダ

北海道ウニ・イクラ丼

北海道産リンゴのタルト・タタン

メインメニュー１品
（リブアイ・フィレ・魚と帆立)

ワイン単品販売 価格 売上

鶴沼ゲヴュルツトラミネール 50 SGD

44,660円

鶴沼ハーヴェストスペシャルキュヴェ
ヴァイスブルグンダー

60 SGD

北島ヴィンヤード ツヴァイゲルトロゼ 60 SGD

余市ハーヴェストツヴァイゲルト
スペシャルキュヴェ

78 SGD

シャトー十勝 赤 60 SGD

北海道ビンテージ 赤 54 SGD

使用した道産食材

６社 10品目
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道産食材フェア（レストランフェア）の開催

■ベトナム

・開催時期 2020年２月10日～３月10日
・開催場所

Ussina Aging Beef & Bar（ホーチミン）
ステーキメニューを中心としたグリルレストラン

提供メニュー（コースメニュー） 価格 売上

北海道ホタテの昆布締めとサーモンマリネ
あまい醤油とイクラのソース

770,000VND 277,200円
トマトとクリームチーズのサラダ
3種のステーキとキレイマメソース
ホタテのタタキ
ペンネカルボナーラ
北海道ミルクレープ

写真：1月１２日に開催した北海道フェア 
オープニングイベント（参加者30名）

写真：提供メニュー
（北海道ミルクレープ）

使用した道産食材

４社 ６品目

写真：メニューリスト
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道産食材フェア（レストランフェア）の開催

■マレーシア①

・開催時期 2020年１月８日～１月２２日
・開催場所

ICHIBAN BOSHI PAVILION店(クアラルンプール）
和食を中心とした日本食レストラン

写真：提供メニュー

メニュー表

じゃがぽお(パンプキン) 北海道カタラーナ

函館カスタードプリン 特選ずわいカニメンチ写真：フェア開催の様子

提供メニュー 価格 売上

じゃがぽお(パンプキン) 15.90 RM

20,245円
北海道カタラーナ 18.90 RM

函館カスタードプリン 16.90 RM

特選ずわいカニメンチ 25.90 RM

使用した道産食材

４社 ４品目
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道産食材フェア（レストランフェア）の開催

■マレーシア②

・開催時期 2020年１月３日～１月17日
・開催場所

金龍亭(クアラルンプール）
和食を中心とした日本食レストラン

写真：メニュー表写真：提供メニュー

提供メニュー 価格 売上

ウニ酒（Uni Sake） 33 RM

438,950円

刺身（ホタテ、甘えび、ウニ、数の子昆布） 36 RM

Kaminabe Soup（道産タラのスープ） 30 RM

おまかせ寿司（甘エビ、イクラ、ウニ、数の子） 38 RM

銀だらウニ焼き 36 RM

ホタテとカボチャの雑炊 36 RM

伊達巻とイクラのいなり寿司 16 RM

真だら味噌焼きと蒸しご飯 88 RM

使用した道産食材

７社 ２２品目
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各種フェアのＰＲ

■シンガポール

インスタグラマー：＠Elizabethheartz （Elizabeth Seah氏）（
左）
https://www.instagram.com/elizabethheartz/

WAKANUI インスタグラム（右）
https://www.instagram.com/wakanuisg/

ASEAN事務所Facebook

https://www.facebook.com/events/969511890070946/

■マレーシア

十九代目鈴木商店Facebook（左）
https://www.facebook.com/SuzukiShoten/

Oh-Murasaki Facebook（右）
https://www.facebook.com/ohmurasakistore/

金龍亭Facebook（左）
https://www.facebook.com/kinryutei/

いちばんぼし Facebook（右）
https://www.facebook.com/IchibanBoshi.RESM/

■ベトナム

インフルエンサーを Dino Vu 氏
https://www.facebook.com/dinovu/posts/328684918

7997130

SNSでのフォロワー数
YouTube : 301,000 Instagram : 104,000

Facebook : 85,105

フェア運営者LOTUS社HP

https://meiwajpshop.vn/hokkaido-fair/#tetvangngoc
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現地商談会の開催

■北海道産品商談会inホーチミン市 開催概要

開催日時 2020年1月14日(火)13:00～17:00

開催場所 Rex Hotel ２階 カンファレンスルーム

道内企業参加企業数 １７社

ベトナム企業参加企業数 １３７社

商談方式 オープン商談会（バイヤーが希望するサプライヤーのテーブルを訪問）

道内参加企業数 名刺交換枚数 成約件数(A) 成約見込件数(B) 継続商談見込(C)
成約見込等

合計金額（円）
A+B+C

１７ 延べ２６５ ３ ２３ ５７ 約 4,700,000

写真：商談会開催の様子

出典：アジア経済ニュース
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現地商談会の開催

■北海道産品商談会inマレーシア 開催概要

開催日時 ２０２０年１月１６日(木)１３:００～１７:００

開催場所 マレーシア中華料理レストラン協会(略称：KUSU)

道内企業参加企業数 １０社

マレーシア企業参加企業数 ２０社

商談方式
・オープン商談会（バイヤーが希望するサプライヤーのテーブルを訪問）
・クッキングデモ

道内参加企業数 商談件数 成約件数 成約見込件数 成約見込合計金額（円）

１０ 延べ５８ １ １２ 約 2,000,000

写真：商談会開催の様子
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現地視察会の開催

■ベトナム現地視察会 開催概要

開催日時 ２０２０年１月１３日(月) ９:００～１８:００

参加者数 16社・団体 24名

視察内容
ボン グローサー スーパーマーケット、アンナムグルメマーケット視察
高島屋、アクルヒ、ロータスとの面談

写真：ベトナム現地視察会
開催の様子

■マレーシア現地視察会 開催概要

開催日時 ２０２０年１月１７日(金) １０:００～１８:００

参加者数 ９社・団体 16名

視察内容
ASIA INFONET (M) SDN BHD 田辺太嘉昭氏セミナー
スリアKLCC、Mid Valley視察

写真：マレーシア現地視察会
開催の様子
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現地市場調査の実施(ベトナム・マレーシアでの道産化粧品、工芸品、家具製品の販売可能性)

■SWOT分析

【機会】

ニキビ・シミ対策、美白効果

【脅威】

安価でブランド力のある韓国製

ムスリム対応の自国産ブランド
（※マレーシア）

【強み】

品質への高い信頼感

自然なもの、オーガニック

【弱み】

ブランド力が無い、PRが不十分

高価格

パッケージやデザインが弱い

道産化粧品

道産工芸品
【機会】
北欧テイストへの関心

【脅威】
現地産の安価な工芸品

【強み】
品質への高い信頼感

【弱み】
ブランド力が無い、PRが不十分
高価格（輸出費用含む）
安定供給

道産家具製品
【機会】

北欧テイストへの関心

富裕層向け高価格帯のシンプルな

デザインのニーズ

【脅威】

現地で家具製造が発達している

ブランド力のある高価格帯のヨー

ロッパブランド

【強み】

品質への高い信頼感

【弱み】

ブランド力が無い、PRが不十分

高価格（輸出費用含む）

安定供給

修理、メンテナンス拠点の未整備

■参考

韓国製化粧品
日本製と比較して３割～５割安い

マレーシアブランド SimplySiti

現地産の安価な工芸品 現地で販売している北欧風雑貨

高価格帯 ヨーロッパ風家具 マレーシア IKEA３店舗
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現地市場調査の実施(ベトナム・マレーシアでの道産化粧品、工芸品、家具製品の販売可能性)

■販売展開のイメージ

家具製品

化粧品

工芸品

●ブランド力強化
●パッケージ、デザインの見直し
●PRの強化
●ムスリム向け対応（マレーシア）

●商品設定
●現地ニーズの把握
●機能性の付加
●PRの強化

●商品設定
●現地ニーズの把握
●現地専用ショールームの設置
●現地代理店販売
●PRの強化

道内メーカー
販売に向けた取組

●現地商社等と連携、百貨店やス
ーパーマーケット、化粧品店で
のPR活動、販売展開

●ECサイト、ホームページの拡充

●現地商社等と連携、百貨店等で
のPR活動（ワークショップ等）
、販売展開

●ECサイト、ホームページの拡充

●現地代理店販売（修理やメンテ
ナンスの対応含む）

●百貨店でのPR活動、販売展開
●ECサイト、ホームページの拡充
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まとめ

■過年度の課題克服に向けた主な取組

道内商談会

過年度の課題
・出展社側の商談体制の未整備（具体的な金額・物量をバイヤー提案できない等）
・出展社に対して事前説明会の開催が必要

今年度の対応
・シーズ集の刷新(バイヤーのニーズを汲み取り、輸出書類として活用できる内容）
・地域商社が商談をコーディネート（バイヤーに必要な情報を商談中に提案）

各種フェア

過年度の課題
・物流コストの低減化のため海上コンテナの活用も不可欠。輸出するメーカー同士また

は現地の飲食店同士による「共同物流の構築」が急務と考える。

今年度の対応

・地域商社が「共同物流の構築」をコーディネート、取引決済等もワンストップサービス
で対応

・現地企業と地域商社が価格や納期を交渉した上で最適な輸送方法で対応

現地商談会

過年度の課題
・言語の壁があり出展社側が商談後のフォローができない
・出展社に対してフォローや営業方法の説明会開催が必要

今年度の対応
・現地企業へのフォローの連絡や具体的な金額表示等、地域商社がコーディネート、

ワンストップサービスで対応、今後の取引に繋げることが可能
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道内メーカー等

●商社が介在することで立替、分割、前受な
どの条件緩和を行い、金融・為替リスクを
軽減。

●貿易実務経験者がサポート
●地域商材を発掘し、小規模から取引可能な
ビジネスマッチングを行うことが可能

●最適な物流提案、双方向物流アレンジによ
る貿易コスト削減が可能

など

輸出者

現地
輸入者
卸業者

継続的な道産品の取扱い
販路拡大・定着

シンガポール

マレーシア

ベトナム

道内地域商社

道産品の継続的な取り扱いに向けた取組イメージ

まとめ
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まとめ

■将来的な輸出・販路拡大に向けて

現状

・道内の中堅・中小企業のASEAN市場展開には多くの障壁が存在する。特に、中堅・中小企業
の各課題である「取引資金決裁機能」、「ファイナンスプラン支援機能」、「取引オーガナイズ機
能」、「物流・流通の最適化（小口混載取り纏め等）機能」等が大きな障壁となっている。

・また、道内の中堅・中小企業にとって、個別で貿易や決済等を行うノウハウを有しておらず、そ
のためだけに人的資源を確保するほど余裕がないのが現状である。

今後の取組

・道内地域商社が中心となって、課題となっていた「取引資金決裁機能」、「ファイナンスプラ
ン支援機能」、「取引オーガナイズ機能」、「物流・流通の最適化（小口混載取り纏め等）機能」
をワンストップサービスで対応することで、現地への輸出や販売をスムーズに行っていく。

・道内メーカーについては、現地バイヤーからアドバイスがあった内容について（例：パッケージ
やデザイン等々）、今後ASEAN市場で販売するために改善していくことが必要

・また、現地からは価格が高いとの指摘があったため、物流の効率化以外にも、少量や廉価版
の商品をASEAN市場向けに開発する必要がある。その際は補助金を活用するなどして輸出仕
様商品を開発していく
参考：輸出仕様食品製造支援事業補助金（さっぽろ産業振興財団）

将来的な見通し

・今後の展開についても本事業の協力先である現地企業や商社が有する幅広いネットワークを
活用して現地情報の収集、現地企業とのマッチングや商談等を引き続き行うことができる。

・このような機能をフル活用し、事業終了後も継続的に道内企業の輸出拡大や販路拡大を図っ
ていく。


